
The Japanese Society for Planetary Sciences

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　for 　Planetary 　Soienoes

「学生 と若手研究者 に 対す る惑星探 査に 関す る ア ン ケート」結果 に つ い て ／ 高橋 ・倉本 33

「学生 と若手研究者に対する惑星探査
に関するアンケ ー ト」結果につ いて

高橋幸弘t
， 倉本　圭 2

　こ の ア ン ケ
ー

トは，惑星科学会とSGEPSS の 若手

メ ン バ
ー

を 中心 に，日本の惑星探査 に寄せ る若手

の 意識 を調べ ようと， 我 々 2名が
一若手研究者の 立

場 と し て 実施 しま し た ．学会 と し て の 活動で は な

い こ とは ， お断 りし て お きます．依頼 は主 に 各学

会若手の 電子 メ
ー

ル 網な どを通 じて行われ ， 回答

は惑星探査の 興味が有る無 しに 関係な く協力をお

願 い しま した．ア ン ケ
ー

トの 集計結果は ， 仙台で

99年11月 に開かれ た合 同シ ン ポジ ウ ム 「惑星探査

の 将来」 の 会場で も紹介 しま した．本稿 は ア ン ケ

ート結果 に つ い て 記録 を残す こ と と，若干 の 分析

を行うこ とを目的に した もの で す．

　 回答 は 無 記名 と し て 匿名性 の 確保 に 留意 し，公

表時は もちろ ん ，集計時に も記入者に 関する情報

が漏れ な い よ う特別注意 を払 い ました．従 っ て ，

回 答に書か れ た意見や コ メ ン トは ， 現在 の 大学院

学生 を中心 とした若手研究者 の 生 の 声を伝 える も

の とな っ て い ます．中 に は，不 適切 で は な い か と

い う印象を与え る表現も含 まれ て い る か も し れ ま

せ ん が ， 若 手 の 率 直な気持 ち を表す もの と して ，

あえて全て の 回答を原文の まま掲載 して あ ります．

ただ し， 集計上 困難な書式 で の 回 答 に つ い て は ，

こ ちらが 適当 と判断す る方法で振 り分 けを行 っ た

部分 の あ る こ とをご了承下 さい ．

　 最後に，ア ン ケー トの 依頼に協力 い た だ い た 方

とお忙 しい とこ ろ回答 をお寄せ 下 さ っ た皆 様 に ，

深 く感謝の 意を表 します．こ の ア ン ケ ートの 結果

が，今後の 日 本 に お け る惑星探 査 を考 え る 上 で ，

一
つ の 参考になれば嬉 しく思 い ます．

1． 回答者の構成

　博士修士課程 の 占め る割合が 高い ．また大学や

研究機関 の 職 員 の 回答もか な り多 い こ とは特筆で

きる．

　普段 よく参加する学会若干SGEPPS が約半数．惑

星科学会 とそ の 他学会が残 り半分．研究手法に つ

い て は実験観測 ， 解析 ， 理論 シ ミ ュ レ ーシ ョ ン の 3

カ テ ゴ リー
に ほ ぼ 等分 され て い る ．個 々 の 専門分

野及び研究手法も多岐に渡 っ て お り，幅広 く意見

を 集 め て い る とい え る．ま た
，

こ の 種 の ア ン ケー

トにあ りが ちな落書 き的回答は ほ と ん ど なか っ た．

　設問6と8で は ， 地球 と惑星 の どちらに研 究 の 重

点を置 くの か を ， 現在 と将来の 希望 に つ い て 聞 い

た．現在は，「地球 の み」或 い は 「地球 に重点」が

101 人中31人 （30％），「半 々 」が ll人 （119。〉，「惑

星 の み 」或 い は 「惑星 に 重点」が 57 人 （56 ％ ）な

の に 対 し， 10年後に 地球 ・惑星系 の 研究に携わ り

た い と思 う82人の うち，「地球 に重点」が 10人

（12％）， 「半 々 」が 25人 （30％）， 「惑星 の み 」或 い

は 「惑星 に重点」が 47人 （57％） と， 将 来は地球

中心 が大幅に減少 し，代わ っ て 「半々 」 とい う希

望 を持 つ 人 が 増 え る と い う傾 向に あ る ．しか しな

が ら ， 惑星 の み と答 えた人は，現在の 1G1人中25人

か ら，10年後の 希望 で は 82人中5人 と 大 きく比率 を

下げ て い る の が 見 られ る ．こ れ は ，後の 設問の 回
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答に も見 られ るような，ボ ス トの 問題 も含め た惑

星研 究の 将来へ の 不安を反映し て い る の か もしれ

ない ．

表 1 地球 と惑星の どち らに 研究の 重点を置 くの か

現在 【人】　　 10年後 ［人］

地球 の み ，地球に 重点

半 々

惑星の み，惑星に 重点

117315 0
尸
ひ

5

｛「
ウレ
4

合　計 99 82

2． 将来の惑星探査へ の参加意向

　参加従事の 意向に関する設 問は2つ ある．設問 9

参加意志 の 有無 の 問 い に 対 し，意志あ りが 103人中

85人 （83％）．さらに こ の yesの者に 「個人的に携

わ る 」従事意志 の 有無 を尋ねた設問 10では，意志

あ りが 83人中64人 （77％）だ っ た．

　まとめ る と， 表2の よ うな振 り分け に な っ て い る．

衰2　惑星探査に 参加，従事の 意志 の 有無

内　容 回答者全体 に 占め る割合

参加 意志 な し

消極 的参加意 志 あり

従 事意志 あ り

割

割

割

ウ静
2
ハ
0

約

約

約

　 「参加，従事意志な し」に つ い て は 自由記入式

で そ の 理由が寄せ られ て い る．

こ れ は現状へ の 問題意識が込め られ て い る 内容 も

多い ．総数33寄 せ られた理 由を傾 向別 に 分 け，そ

の うち頻度の 高 い もの を並 べ た もの が表3で あ る．

衰3　参加，従事 の意志 の な い 理由 （総件数33）

傾　 向 件数

進路 （将来嬢星科学分野 に い ない ）

探 査の仕 事が きっ い ，敷 き居 が葛 い

探 査に 必要な技能 を持っ て い な い

他の テ
ー

マ を持 っ てい る

淇然 と

99444

　進路 を理 由 に し た もの は学部生 ，あ る い は修士

課程 の 院生が 多 い と思 わ れ る．
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　探査 の 仕事が きつ い ，敷き居が高い とする回答

は，そ の 文面か ら探査の 現場をそれな りに見て い

る者か ら寄せ られ て い る こ とが伺え る．い くつ か

引用 する と，「あまりに も大変そ う」「金 も人手 も

不足 して い るけ ど根性だせ ばなん とかなる，と考

え て い る としか思 えない ような プ ロ ジェ ク トには

参加 した くな い ．もち ろ ん探査機が とべ ば うれ し

い こ とはた くさんあるけど ，
一中略 一エ ネ ル ギ ー

を

注入 す る コ ス トに見合 うだけ の ゲ イ ン が ある よ う

に思 えない 」

　 日本に惑星探査 を根付かせ る に は ，
こ れ らの 疑問

を邪魔なもの として退ける の で はなく，よ りよい シ

ス テ ム 作 りの ため の 貴重 なア ドバ イス として受け止

め ，正面か ら答えて ゆくこ とが 必要で あろ う．

3 ． 希望する立場と分野 ・ 手法

　惑星探査に どの よ うな立場で参加 した い か を質

問 した設問 11 （複数 回答可〉では，全員が理学系

研 究者を選択 して い る．将来 の 希望 分野 ・研 究手

法 （複数回答可）に つ い て は設問4及び5の結果と

そ の 比 率を比較 する と，そ の 他を除 く全て の 項 目

で 大 きくな っ て い る．こ れ は，将来的には現在 の

分野 ・手法 に捕 らわれ ず，研究の 幅を広げ て い こ

うとい う意欲 の 現 れで あるとも解釈 で きる．しか

し絶対数と し て は ，固体 と大気 ・海洋が増加 して

い る の に 比べ ，超高層大気 ・プ ラ ズ マ は 減少 して

お り，ま た 手法 で は 実験 が 増 え て い る一
方 で 理

論 ・シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン は減 っ て い る．

4 ．探資 してみたい天体

　探査して み た い 天体につ い ては，希望順位を含

めた形で記入 して もらっ た．第
一

位 と して 最 も人

気が 高か っ たの は木星 （62人中20人）だが，二 位，

三 位で 多か っ た の は衛星 で あ っ た．第
一希望 で は
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木星 の 約半数 の 火星 も， 順位 を無視した全体 で は

24人 （39％）が票 を入 れてお り，こ れ は木星と並

ん で最も多 い ．全体で は ， 以 下 ， 衛星 （37％）， 金

星 （29％ ），小惑星 （26％），彗星 （26％ ），カ イ パ

ーベ ル ト （24％ ） と続 く．もち ろ ん ， 探 査す る天

体はただ飛ば してみたい とい っ た人気投票で決ま

る類 の もの で は当然 な い ，しか し ， 人気 の 集まる

天体 に はそれだけの 魅力が あるとい うこ とで あ り，

い わ ば プ ロ の研究者 と
一

般 の 人たち の 中間 に位置

する若手 の 感覚は
，

サ ポ ーターで あ る一般の 人 た

ちの 興味 の 指向を代弁 して い る面もあ る．例 えば ，

木星 は そ の 衛星 も含め る と36 （回答 62人 ；複数回

答可） とい う得票に なるが ，現在の 日本の学会 で

は真面 目に話題 として 取 り上げ られる こ とす ら珍

しい の が現状 で あり，今後 の 議論の あり方に
一

石

を投 じ る もの で あ る ．また，探査し た い 理 由や 測

っ て み た い もの に つ い て は，実 に様 々 な意見を

い た だい た。そ の 場 の 思 い つ きも含まれ て い る か

もしれ ない が ，こ れ だけ の ア イデ ア と意欲が若手

の 中に眠 っ て い る こ と に，あら た め て可能性 の 大

きさ を感じ させ られ る．

る と 回答 し た 人 数 （85名） を 超 えて い る．参加 ／

従事 の 意志に 関係な く， 惑星科学 の 将来 を支える

支柱 として 惑星探査へ の 期待が高 い こ とが 伺える．

　回答は 自由記入式な の で バ ラ エ テ ィ に富ん で い

るが， あえて 傾向別 に分類 した もの が表4で あ る。

表4　日本 の 惑星 探 査に 一番必 要だ と思 うこ と

件敷 （重複 あ り ）

5．探査で きる年

人材育成

資金調達

技術開発

国家国 民 の理 解

教育研究開発体 制の 改善改革

独創性 ・ビジョ ン

情熱

国際笛 力

22231415171385

　探査 に 出発 で きる 年に つ い て は 天 体毎の 平均 を

とっ て み た が ，概ね20か ら30年以 内 に だ い た い の

天 体に 旅 立ちが で きる と感 じ て い る よ うで あ る ．

つ まり，若手に とっ て 惑星探査 は ， 自分の 現役時

代 に 十分実 現 で きる もの で あ り，夢物語 と は考え

て い ない ．

6．惑星探査推進に必要なこと

　設 問 12 「日本が惑星探査 で 世 界的業績 を あ げ て

い くため には何が
一番必要 だ と 思 い ますか」に は

93の 回答が あっ た．こ れは参加 ／従事の 意志があ

　こ の 設問 へ 寄せ られた回答 は ， 研究
・
教 育

・
開

発 の 現状 の 問題 を 鮮 や か に 映 し 出 し て い る と言 え

よう．「必要 なもの ＝今な い もの 」 だ か ら だ．寄せ

られた 回答は惑星探査の た め とい う枠 を超 え ， 広

く高等教育 シ ス テ ム へ の 問題意識に通 じる もの も

多い ．

　惑星探査 は巨大 プ ロ ジ ェ ク トであ る．そ れ ゆ え

に どうして もなくて はならな い もの はマ ン パ ワ
ー

と資金 で あ る ．そ の 必 要性 を直接 に指摘 した回答

が多い 。また教育研究開発体制の改善改革 と国家

国 民 の 理 解 は ， そ れ ぞ れ ， 人 を養成 し資金ス ポ ン

サ ーか ら の 拠 出 を 得 る た め に 必 要 な事柄 で あ り ，

こ れ らを指摘 した 回答も多数に の ぼ っ て い る．「ひ

と」 も 「かね」 も現状で は不足 して お り，そ の 原

因 と して 啓蒙活動 ， 教育研究 開発 の 基盤整備 の 遅

れがあ る こ とが ， 若手共通の認識になっ て い る こ

とが 見て取れ る、

　 また ，情熱 ・独創性 ・ビ ジ ョ ン の 必要 をあげた

回答 も多 い ．こ れ ら が なくて は そ もそ も探査 は お

ろ か 、そ れ を支える さ まざまな基盤 （環境 ， 人 ，

ポ ス ト， 資金 ， 技術）整備も始 ま らない ．こ れ ら

を挙げた回答の割合が 高い こ とは ， 惑星探査に関
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する 業界 として の 熱意と創意の 不足 を多 くの若手

が感 じて い る こ とを示 して い る．NASA を は じめ

とする惑星探査先進国 の 単なる後追 い で は ない も

の が必要 だ が，そ の 切 り札が まだない と受 け止め

られて い る．

　将来 の 惑星 探査 の 推進 さ せ る 良 い ア イ デ ア ・哲

学が ， 本 当は存在す る の に表に見えて い な い だ け

なの か ， 実際 に 存在 しな い の か ，ま た
，

ど ち ら に

せ よ ， そ の 原 因はど こ にあるの か．そ の 構造をし

っ か り分析 し ， 将来設計 に活か す必要があ る．こ

れは日本 の 惑星探査 の 推進を望む ， 全 て の 人へ の

宿題 で ある．

付録 1． アン ケ
ー ト依頼文

修士課程学生 （33）， 博士課程学生 （31）， 学振 ・

COE 等の博士研究者 （5），大学職員 （11）， 文部省

の 共同利用研究機関 （大学附置研以外）職員 （6），

そ の 他 の 国立研究機関職員 （2）， そ の 他 （2） ［研

究生 （2）］

2．差 し支えなければ年齢 ， 性別 を教えて下 さい

く 年齢 〉

回答者数101人　無回答2人．20歳以下 （1）， 21−

24歳 （38），25− 28歳 （36），29 − 32 （18）， 33− 36

歳 （7）， 37 − 40 歳 （1）， 41歳 以上 （0）， 平 均年

齢 ＝ 26．3歳 （但 し無回答を除く）

〈性別 〉

回 答者数100人 無 回答3人．男性 （82）， 女性 （18）

学生 と若手研 究考 に対する惑星 探査 に 関す る ア ン

ケートのお願い

　 倉本　圭 （惑星科学会）
・高橋幸弘 （SGEPSS ）

　こ の ア ン ケ
ー

トは，惑星科学会 とSGEPSS の 若手

会の メ ンバ ーを中心に お 送 りして い ます．来る 11

月12日仙台 で開かれる，SGEPSS と惑星科学会の合

同 シ ン ポジウ ム 「惑星探査 の 将来」 をひ とつ の き

っ かけ として，日本の惑星探査に寄せ る若手の意

識を調べ ようとい うもの です．

　惑星探査 （こ こ で は ，地球以外の 太陽系天体の

飛翔体 を用 い た実験 ・観測 を指す こ とに します）

に 興味 の あ る 方は もち ろ ん ，な い 方に も，是非 同

様に ご協力い ただければ と思 い ます．ア ン ケ
ー ト

の 集計結果は，合同 シ ン ポ ジ ウ ム の 会場で 紹介す

る とともに，若手会 メー
リン グ リス ト などで も公

表 い た します．

付録2 ．集計結果全記録

1．御身分は何で すか ？

回答者数 103人 以下 ， 0 内は人数．学部学生 （13），

3．よ く参加 す る学会 は ？ （複数回笞可）

回答 者数 102 人 　無 回答 1人 ．惑星科学会 （38 ），

SGEPSS （49）， その 他 （29）

［天文学会 （10），参加経験なし （5）， 気象学会 （3），

合同学会 （D ， 大気電気学会 （D ，火山学会 （D ，

AGU （1），
　 COSPAR （1）， 特に な し （1）， 無回答

（3）］

4．現在携わっ て い る地球 ・惑星系分野 と研究テ ー

　 マ は何 ですか ？ （複数回答可）

回答者数103人

く 分野 〉

固体 （25），大気 ・海洋 （13＞，超高層大気 ・プ ラ

ズ マ （50）， そ の 他 （21）［太陽系起源 ， 岩石磁気

学，磁区構造，Day　Plot，太陽系 ：可視黄道光 の 観

測＆ モ デ ル計算，惑星間塵，宇宙化学 ， 惑星科学 ，

彗星 ， 太陽系外惑星 ， 比較惑 星学 ，惑星 系形成，

太陽系 ， 分光］

〈 研究テ ー
マ 〉

地球 ・惑星電磁 圏電場 ・磁場観測，惑星探査機に

よ る電波掩蔽観測，地球惑星 の プ ラ ズ マ 波動，木
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星型 惑 星 の 形成 過程，火 星超 高層大気，Plasma

environment 　around 　the　moon ， 火星 の 初期進化 ， 惑

星形成論， 雷放電 に伴う ULF ／ELF 波動観測，木星

電波，火 星 大気対流 の 数値 シ ミ ュ レ ーシ ョ ン ，

MITA カ ッ プ リ ン グ ， 光学大気リ モ ー トセ ン シ ン

グ，雷放電 に伴う中層 ・超高層大気発光，プ ロ ト

ン オ
ー

ロ ラ の 観測 ，の ぞ み UVS 観測，惑星 の 地上

観測 ，小 天 体 の 衝突進化 ， 大気光 ・オーロ ラ を用

い た大気物理 の 観測研 究，微惑星 の 衝突 ・ク レー

ター
形成，大気 の 対流 ，固体細粒層 の 反射 特性，

プ ラ ズマ 波 動，ダ ス ト ・衝 突破壊 ， 極域電 離 圏，

惑星探査，太陽系小天体 の 進化，惑星形成論，地

球型惑星の 初期地殻進化 に及 ぼ した微惑星衝突 の

影響 ，AKR 雷 （ス プ ラ イ ト ・エ ル ブ ス ），の ぞ み

UVS に よ る 星 間 水 素観測 ， 測定器開発，磁気圏 尾

部，赤外分光法に よ る惑星大気 の リモ
ー

トセ ン シ

ン グ ，惑星オ
ーロ ラ

・大気光，分析機器 の 開発 ，

ion　outflow 　and 　proton　aurora ， オ ーロ ラ と磁気圏脈

動 ， 磁気嵐，火星水循環 ，惑星 大気，惑星 圏高 エ

ネ ル ギー電子加速 に 関する研究，固体微粒子，イ

オ起源 ナ トリ ウ ム の 近傍 に お け る ダ イ ナ ミ ク ス ，

熱圏下 部に お け る 窒素振動温 度 の 研究，氷衛星 の

地表再生 ， Observation　for　distant　minor 　bodies， 小

惑星形状／ 表面 地形 ・
分光観 測，宇宙空 間 プ ラ ズ

マ 波動 ， 金星探査計画検討 ， 惑星地形 ・地質学，

固体惑星探 査
・
装置開発 ・デ

ー
タ 解析，熱 圏大気

ダイ ナ ミ ク ス ，氷衛星 の 進化，木星 デ カ メ ータ ー

電波，内部重 力波，惑星 大気初期進化，TEC と

GPS ，太陽系始原天体，宇宙塵 ，オ ーロ ラ ・大気

光観測，ER 法に よ る 月磁場測定の シ ミュ レーシ ョ

ン に つ い て ， 惑星気象学 ， 成層圏エ ア ロ ゾ ル ，隕

石 ，黄 道光 の 観測 ・最近固体 の 冥 王星 の 表面近赤

外 分光 も して い る ， 惑星形成論，流星痕 の 発生 プ

ロ セ ス ，地 球型惑星 の 起源 と進化 ， 野辺 山 ミ リ 波

干渉計 に よ る原始惑星系 の 観測的研究，彗星 ダ ス

ト ト レ イ ル の 観測，太陽風 ダ イ ナ ミ ク ス ・太陽 コ

ロ ナ お よ び 惑 星間空 間磁場構造 ， イオ ブ ラ ズ マ ト

ーラ ス の 光学観測，小惑星，小惑星帯小惑星の サ

イ ズ 分布 ・空間分布 ・物質分布の解明 ， 超新星爆

発時 の 元 素合 成，ダ ス ト質量分析 器 の 開発，火 山

雷 ・放電現象 ・火山物理，木星型惑星の 形成，ク

レ
ーター

， 惑星探 査画像の 解析，彗星 ダ ス ト トレ

イ ル の 測 光観測 ，
ダ ス トの 空間分布 ， 火星 の 熱 史，

雲観測 ， 熱圏電離圏の 大気シ ミ ュ レーシ ョ ン ，磁

気圏境界 層 の プ ラ ズ マ 物理 ， 宇宙線の 輸送 ， 地球

プ ラ ズマ 圏 ， 中 間圏 ・熱圏 の 大気力学，電離 圏
・

熱圏カ ッ プ リ ン グ，goocorona，未定

5．現在の主 な研究手法は 次の どれですか ？ （複数

　 回答可 ）

回 答者数 101人 　無回答 2人．実験 （17）， 観測 （48），

デ ータ解析 （38），理論 ・シ ミ ュ レーシ ョ ン （45），

そ の 他 ［未定 （2）　 探査 （2）　 分析 （1）　 宇宙

実験 （1）　 な し （1）］

6．現在の 研 究 の 重 点は ， 地 球 と地球以外 の 惑星系

　 （太陽 を含む ）の どち ら に あ り ます か ？

回答者数 101人　無 回 答2人．地球の み （19），地球

に重点 （12），半々 （11），惑星 に重点 （32）， 惑星

の み （25）

7．現在 ， 惑星探査に何 ら か の 形 で 関 わ っ て い ます

　か ？関わ っ て い るとすればプ ロ ジ ェ ク ト名 を教

　 えて下 さい

回答者数100人 　無回答 3人 ．Yes （3D ，
　 No （69）

＜ プ ロ ジ ェ ク ト名＞

NOZOMI ・PLANET −B （21），　 MUSES −C （8），

Venus 　 mission 　WG （5），　 LUNA −A （4），　 SELENE

（3），SELENE2 （2），　 Mercury 　missjon 　WG （2），

Rosetta （D，無回答 （D

N 工工
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8，10年後 にも地球 ・惑星系 （太陽を含む）の研究

　 に携わ っ て い たい と思い ます か ？も しYesなら，

　 どちらに霊点を置 きたい と思い ますか ？

回答者数 101人　無 回答2人．。Yes （82）No （16）

〈 Yes と答えた方の 内訳〉

重点 ：地球の み （0），地球に重点 （10＞，半 々 （25），

惑星 に 重点 （42），惑星 の み （5）

9，（実現性は別に して ）将来惑星探査に参加 した

　 い と思 い ますか ？No の 場合 ， 特に理由があれば

　お書き下 さい

回答者数103人．Yes （85），
　 No （18）

〈 No と答えた方 の 理由 〉

「就職 する か ら」「就職希望」「別 の 仕事に就 く」

「大変そ う」「ピ ン と こ ない 」「直接関わ る より，見

て い る方が楽しい 」「書類 を書 くの が嫌 い 」「何 と

な く」 「他 に や りた い 仕事が あ る か ら」「結果
・成

果が 出る まで時間が か か りそうだか ら」「特 に は な

い が，プ ロ ジ ェ ク トに 関 わ る とい ろ い ろ と研 究以

外 の 仕事が まわ っ て くるの で，あ ま り深 くは 関わ

りた くない 」「衛星 （MDS −CPR など） の プ ロ ポ ー

ザ ル を書 い て い る方を見る と，あまりに も大変そ

うな の で．しか も雑用が無茶苦茶多い ．衛星は高

い か ら仕方な い の で し ょ うけれ ど過労死 しそ う」

「全面 的 に参加す るつ もりは ない ，と い う意味で

No ．地球の 現象に 興味が あ り，まだ まだ未解決 の

問題 が 多 くあ る か ら」「日 本 に は 探査機を飛ばす基

盤 が な い ．金 も人手 も不 足 して い る け ど根性だ せ

ば な ん と か な る
，

と考え て い る と しか 思 えな い よ

うな プ ロ ジ ェ ク トに は参加 した くな い ．もち ろ ん

探査機が とべ ばうれ しい こ とは た くさん あるけ ど
，

現在 の 状 況は惑 星探査 に エ ネ ル ギ
ー

を注入する コ

ス トに見合うだけの ゲイ ン がある ように思えない ．

ち ょ っ とひね くれた言 い 方 で は，探査機とば すな

ん て夢 の また夢とい う時代の 日本の惑星科学の 教

育 を受け た た め ，探査機が と ば な くて も困 らな い

日本惑星科学会誌Vol．9．No．1．2000

研究をして い る から」

10．9で Yes と答 えた方 にお尋ね します．自分が探

　 査に携わ る こ とがで きるような気が しますか ？

　 Neの場合 ， その理由は何で すか ？

回答者数83人　無回答 2人．Yes （64），　 No （19）

〈 No と答えた方の 理 由〉

「就職 して な い ．ポス トを用意 して くれ る とい うの

な ら，参加 で きる よ うな気 もす る」「い まの とこ ろ

研 究分野 が 違 う の で 」「就職 が 難 し そ う」「現在 ，

地球で 手
一

杯なの で ， 惑星探査 に 手 を出 せ る の は

且0年以上後だ と思 うか ら」「10で ， No と回答 した

の ですが ， 他 の 惑星 の 重力波 も見 てみた い と は 思

い ます．特に ， 木星 とか激 しそ うな ん で ， 逆巻 く

空気 の 波 な どあれ ば是非見 て み た い で す．た だ，

研究するの か，と言われると，考えて しまい ます．

や は り， 人 工 衛星 に 取 っ て 貰 っ た デ
ータ よ り，自

分 の 手で 取 っ た デ
ー

タ の 方が か わ い い で す．くだ

ら ない コ メ ン トで した ．失礼 し ま し た」「機会 い じ

りが 苦手なの で デ
ータ を も ら う こ と は あ っ て も実

際 に観測器を作る こ とは なさそ うな気がす る 」「怖

い 」「ご く限られた人が関 わ る こ とが で きる とい う

イ メ ージが強い の で」「敷居 が高そ うだか ら」「自

分が研 究者な ど で そ の 道に 残っ て い る か確信が な

い 　（就職先 どうなるかわか らない ）」 「惑星探査は

自分 にと っ て漠然と し過 ぎて い る ため」「全然知識

が な い ため」 「今 は まだ，研 究成果が な い か ら」

「就職 して しまうか ら」「それ ほ ど参加 した い と考

えて い ない か ら」「進路 との 関わ り」「自分に は そ

の 存在 能力 が な い よ うに感 じられ るか ら．SPACE

CRAFr の パ イ ロ ッ ト な ら出来 る ような気がす る け

れ ど …　 度胸あ る か ら」「惑星 を研究す る の は学

生 の うちだけだか ら」「技術を持 っ て い ない し，専

門の 勉強も全 くして い ない 為」 「LMSA な ど電波 天

文学 の プ ロ ジ ェ ク トの 方 に重点を置 きた い と考え

て い る ため」
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11．1 どの よ うな立場で参加 した い です か ？ （複数

　　 回答可）

回答者数64人．学部又 は 大学院 の学生 とし て （ll），

大学 ・研究機関 （NASDA ，　ISAS，　NASA ，　etc．）な ど

の 理 学系研 究者 と し て （64 ），大学 ・
研 究機関

（NASDA ．　ISAS，　NASA ，　etc．） な どの 工学系 研究

者 ・技術者 と し て （7），
ロ ケ ッ トや 衛星 を作 る メ

ー
カ
ー

の 技術 者 として （2）， そ の 他 （3） ［プ ロ ジ

ェ ク トマ ネージ メ ン トとして （D，宇宙飛行士 （D，

無 回 答 （D ］

11．1 で 1また は 2と回答 された方に お尋ね します

　　 どの分野の 研究者として参加してみ たい です

　　 か ？ （複数回答可）

回答者数64 人．固体 （33），大気 ・海洋 （24＞，超

高層大気 ・プ ラ ズ マ （37），そ の 他 （2）［無 回答

（2）］

　　ま た ， どの よ うな研究手法を使 っ て 参加 し た

　　い で すか ？ （複数回答可）

回答者数64人．実験 （24），観測 （51），デ
ータ解析

（39），理論 ・シ ミ ュ レ ーシ ョ ン （35＞， その 他 （3）

〔企画 （D，探査 ・宇宙実験 （1），無回答 （1）］

〈 ll．1に対する意見〉

「立場 なん て関係あ るの ？真理追及 した い ならど こ

で も関係 ない と思うの ですが ．ま一ハ ード面の こ

と と か な ら 別 だ と思 い ますけ れ ど」

11 ．2 探査 するな らば どの 天体 に 飛ば し て み た い で

　　すか ？またその 理 由と測 っ てみ た い もの は何

　　で すか ？ （複数回答可．希望順位の高い もの

　　 か ら順に記入）

〈 第
一

位 〉

回答者数62人．木星 （20），火星 （ll），金星 （6）

〈 第 二 位 〉

回答者数49 人．衛星 （12），金星 （8），火星 （5）

〈第三位 〉

回答者数31人．衛星 （7），カ イ パ ーベ ル ト （5），

金星 （4）， 火星 （4）

〈 全体 の 合計 〉

回答者数62人 ，無回答2人 ．太 陽 （4），水星 （10），

金星 （18＞，火星 （24），小惑星 （16），木星 （24），

土 星 （7＞， 天 王星 （3）， 海王星 （3）， 冥王星 （5），

衛星 （23） ［エ ウ ロ バ （5），
タ イ タ ン （4）， 木星衛

星 （3＞，イ オ （2）， トリ トン （2）， 月 ・月な どの

固 体地殻 が あ る 天 体 （2），ガ ニ メ デ （D ，カ リ ス

ト （1）］，彗 星 （16），カ イ パ ーベ ル ト （15），そ の

他 （5）［小彗星 （フ ラ ン ク が その 存在 を信 じて い

るもの ） （D ， 惑星間空間 （D ，外惑星 （1），近地

球型小惑星 （ス ペ ク トル タ イプの 異 な る もの を複

数，また，枯渇 した彗星核） （1），太陽系に進入 し

て くる星 間塵 （1）］

〈 理由〉

太陽 ： 「表面＆内部 の 化学組成 ＆内部構造」「太陽

の 直接計測を行 う」「と りあえず惹か れ る」「太陽

系存在度 を直接測定 した い 」

水星 ： 「NoI　surveyed 　well 　before．　 The　interaction

between　the　dense　solar 　wind 　 and 　magnetized 　but　 no

atomospheric 　body」「水星近傍で の 太陽風特性，水

星磁気圏構造」「世界初が狙える，太陽系初期探査

完了 間際 に 日本が滑 り込 めるか どうか の 象徴的 な

意義の ため ．画像 （パ ター
ン ，分光 （ス ペ ク トル ）〉」

「内部構造」 「固体惑星，衛星表面 か らの 衝突起源

放出粒 子」「基 本 的 な こ とす ら ほ とん どわ か っ て い

ない の で
， そうい っ た 性質 を 知 りた い 」「磁気圏構

造」「Mystery；　heat　flow，　Composition　of　Atomosphere 」

厂形成時の 地質的痕 跡を残 して い る可能性 の 高い 天

体だか ら．初期の 地殻を残 し て い る可能性が高く，

惑星 進化 の 観点で重要 な天体であ り ， なおか つ ま

だ詳しい 観測が なされ て い な い か ら．測 っ て み た

い もの として は ， 基礎 的 な こ とで すが Topography

da魄 や 重力が あげ られ ます」
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金星 ： 「火山活動 ， 大気循環」「気候など， 地球 と

の 比較 が 出来得る の で 」「大気が惑星 に お よ ぼ す影

響全般 ・地球との相違 ， 類似 をみ るため」 「地球 と

の 比較 と言 う見地 で重要」「海洋的高密度大気か ら

超高層大気へ の ，現象，物理量の 移行過程に興味

あ り．ア イ才 ノ ポ ウ ズ
， 大気温度，風 速 （3成分），

電子密度分布 （電気伝導度分布）」「ス
ーパ ー

ロ
ー

テ
ーシ ョ ン ・角運動量輸送」「金星近傍で の 太陽風

特性」「こ こ しば らく探査 され て ない し， 探査の 計

画 も火星 ほ ど熱が 入 っ て い ない ．最近 の 研究 の 進

歩 で 新 しい 研究 の 切 り口 が見えて きて お り，まだ

観測 さ れ て な い 大事な もの が 何 で あ る か わ か っ て

きた ．測 れ る もの は な ん で も測 りた い け ど，特 に

大気微量成分 と地面 の 化学組成 （同位体組成 も含

む）」「ブ ロ ーブ に よ る大気中電場 と放電に よる電

波」「プ ラ ズ マ ．太陽風 と惑星大気が直接相互作用

をする とい う点は ， 超高層物理 の み ならず天体 プ

ラズ マ の 分野 にお い て も関心 の あ る とこ ろ である」

「雷 放電 ， オ
ー

ロ ラ 発光」「距離的 に 近 く，成功す

る可能性が高い か ら． 地殻 ・内部構造，大気 ・
地

殻」「雲 の 中 を見て み た い 」「地球型 惑星 だが，地

球 とは全 く異 なる大気があるか ら．風速 （ス
ーパ

ーロ ーテ ーシ ョ ン ），火山活動」 「地球 に 近 い し，

似 て い る と思 うか ら」 「大気組成 や 大気発光現象」

「金星 の イオ ン 流出」「ス ーパ ーロ ーテーシ ョ ン の

原因を解明す るの がお もしろそう」「地球大気の 起

源を知る 手がか りを得 るため ・下層大気 の 同位体

比」

火星 ： 「もしか した ら住め そ うだ か ら」「凍土 層 ，

地下水，生命 圏 （？）」「テ ラ フ ォ
ーミ ン グ の 研究

対象として
一

番実現性が高 い の で 」「気候研 究 の 上

で 地球 との 比較が （太陽系内で は ）議論 しや すそ

うなの で （特に過去の状態 と言う意味で）．詳細な

気候 デ ータ （温 度 ， 風，気圧etc．）を高 い 頻度 で 測

定 して み た い 」「地球 との 比較と言う見地 で 重要」

「ク レ
ー

タ
ー・火山 と い っ た もの の ，地球 の 知見が

日本惑星科学会誌VoL9 ．No．1，2000

どの 程度通用するか を確認す るた め．可動性 の あ

る着陸機で詳細調査 ， ボーリ ン グ ，
ス ペ ク トル 画

像」 「表面 ＆ 内部 の 化学組成＆内部構造」「プ ラ ズ

マ ．太陽風 と惑星大気が直接相互作用 をする とい

う点は ， 超高層物理 の み な らず天体プ ラ ズ マ の 分

野 に お い て も関心 の あ る と こ ろ で あ る」「内部構造」

「有人探査機を送 り込み，ある程度長期に観測を行

う」「固体惑星，衛星 表面か らの 衝突起源放出粒子」

「距離的に近 く，成功する 可能性が 高い か ら．地

殻 ・内部構造」 「地熱流量及 び地震波 ：内部構造の

よ り詳細 な情報入手 の ため」「地球 に近い し，似て

い る と思 うか ら ・大気組成や大気発光現象」「大気

中 の ダ ス ト量，大気の 放射収支」「生命存在 の 可能

性 を 探 りた い 」「火星 の イ 才 ン 流出」 「プ ラ ズ マ 密

度分布」 「人類移住 計画が実現可能なの か検証し た

い 」「固体惑星 の 分化過程 に つ い て 手が か りを得 る

ため ：内部構造探査」

小惑星 ： 「採掘 の ため の 資源」「鉱物資源にな りそ

うだか ら」「大 きさ ， 質量 ， ア ル ベ ド， ス ベ ク トル ，

偏光な ど，小惑星帯小惑星だけ で な く， NEAs ，ケ

ン タ ウ ル ス 族 も含 め て 構成鉱物 の 違 い を調べ た い 」

「密度，化学組成，力学的強度」「内部構成 ・組織」

「トロ ヤ 群 を研究す る こ と に よ り，太陽系の 進化

の 歴 史の
一

部 を知 る こ とが で き る と考 え る か ら．

ダ ス トカ ウ ン ト， 表面特性．「世界初が 狙 え る．太

陽系初期探査完了間際に 日本が滑 り込め る か どう

か の 象徴的 な意義 の た め．画像 （パ ターン，分光

（ス ペ ク トル ））」「化学 組成 を測定 し，そ の 起源
・

進化に つ い て 調べ た い 」「形状 ， 地形 ， 表面 ス ベ ク

トル マ ッ プ」「放出 ・衝突破壊起 源の 微粒子」「（同

一
族起 源 の 複数 の 小惑星） ：自転周期 ， ス ペ ク ト

ル タ イプ，大 きさ，密 度，表面状態 など，破壊 さ

れ た母天体の 内部構造 ・衝突破壊 の 年代 ， 履歴 の

解明 ・組成 ；始原物質 の 組成と その 後の 進化」「サ

ン プ ル リ タ
ー

ン
， 元素の 微量分析」「酸素同位体」

「よ り詳しい 天体 の サ イ ズ分布，空間分布，地核構
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造」「前生命的有機物進 化 の 解 明」 「有機物分布 と

循環」「現実 に行けそ うで 隕石 との 関連 が 深い 隕石

タ イ プ との 対応 と有機物」

木星 ： 「極軌道周回衛星 に し て ，デ カ メ ーター電

波を受信する こ と」「プ ロ
ーブ を極域 に投入 して

，

電子密度分布 な どの 未知 パ ラ メータ を求め る こ と」

「極軌道 で の 電波観 測 」「木星 電波 ，木星 電離層

（サ ウ ン ダー，プ ロ ーブ）観測」「波動」「X 線 ， ダ

ス ト，高エ ネル ギ
ー

粒子」「対象が衛星も含め大量

に あ る」「惑星物理学か ら天体物理学的 ス ケ
ー

ル へ

の
一

般化がはかれそ う」「大気温度，風速 （3成分），

電子密度分布 （電気伝導度分布）」 「磁気的諸現象

大気の 巨大渦 と木星磁場 とは 関係が あ る の か ？」

「プ ラ ズ マ
， 大気．イオ などの 興味深 い 衛星がある」

「雷放電，オ
ーロ ラ 発光，雲」「木 星 雷バ ル ーン に

搭載 し た観測 器を に 木星 に 数 十機 降下 させ て電

場 ・磁場 を直接観測 してみ る．同時に大気組成 も

計る」「固体惑星，衛星表面か らの衝突起源放出粒

子」「磁気圏が壮大 で お もしろそ う」「オー
ロ ラ」

「共回転」「大規模な 大気循 環 が あ りそ うで 非常 に

興味 が あ る．オ ーロ ラ，大赤 斑 の 構 造」「太陽系最

大 の 惑 星 で ある こ と
， 大気組成」「大気組成，上 層

雲の 様子，水平風速分布」「大気振 動」「磁気圏 ， 電

離圏 の 研 究」「で か い か ら」「木星 の イオ ン 流出」

「プ ラ ズ マ 波動」 「光」「オ
ーロ ラ

・
オ
ーロ ラ粒子

・

磁場」

土星 ： 「土星 の リ ン グ ・新たな発見を求 め て 」 「対

象が衛星 も含め 大量に ある」「リ ン グの 周辺」「土

星オーロ ラ」「大気振動」「磁気圏，電離圏 の 研 究」

天 王星 ： 「Not　surveyed 　wel ］　before．　 Are　Voyager 　II
’
s

results　（interPretations）　resonable ？ gencra1？precise？」

「基 本 的 な こ とす らほ と ん ど わ か っ て い な い の で ，

そ うい っ た性質を知 りた い 」

海王星 ： 「Not　surveyed 　well 　before．　Are　Voyager 　II’s

results 　（interPretations）　resonable ？general？precise？　」

「基本的な こ とすらほ とん どわか っ て い な い の で ，

そうい っ た性質を知りた い 」

冥王星 ： 「衛星 カ ロ ン との 関わ り方」「表面 の 化学

組成 を分光器 を使 っ て，つ い で に黄道光も」「世界

初 が狙え る．太 陽系初期探査完了間際 に 日本 が滑

り込 め る か どうか の 象徴的 な意義の ため ．画像

（パ タ ーン
， 分光 （ス ペ ク トル ））」「基本的 な こ と

す らほ とん ど わ か っ て い な い の で ， そ うい っ た性

質を知 りた い 」「Medium 　body　between　Planetesimal

and 　Planet ；heat　flow，　Compositien　of　Surface＆

Interior」 「大気内部構造，表面特性」「わか っ て い

な い か ら」

衛星 ： 「生命は存在するか P」「表面組織，内部構

造」

〈 イ オ 〉

「イ オ と トーラ ス の 相互作用」 「周 回衛星 か ら電波

観測」

〈 ガ ニ メ デ 〉

「ガニ メ デ 磁気圏」

〈 エ ウ ロ バ 〉

「氷 の 下 の 海 の 組成，循環」「生命探査」「氷床下 の

有機物
・
生命起源物質」rレーダー等で 内部海の 存

在 の 有無 の 調査 ，全球 を ほ ぼ カ バ ー
す る高解像度

の 表面画像 の 取得」 「サ イ エ ン ス 全体に 残 され た フ

ロ ン テ ィ ア 生命の 起源論へ の 貢献 ：生 命探査」

〈 木星衛星 〉

「新たな発見があ りそ う」「大気及 び地質組成」 「い

っ て い ない か ら」

〈 タイタ ン 〉

「惑星に と っ て N2 主成分大気 は普通 〜光化学過程

に 関わる組成 ，大気温度分布」「地球以外で唯一，

主成分の 窒素」「前生命的有機物 進化 の 解明 ・有機

物分布と循環」「ハ ビ タ ブ ル 領域以外 に は 生命 は誕

生 し な い の か 知 りた い の で ，大気 と地表 ， 海 の 成

分 を観測 した い 」

〈 月な ど固体地殻が あ る 天体〉

「月探査の デ ータが降りて くるか ら，と言 う受動的
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な 理 由．機会が あれ ば 」 「画像 （パ ターン ， 分光

（ス ペ ク トル ））， レー
ダ
ー

」

〈 月〉

「地殻進化に関わ る情報1 「固体惑星，衛星表面か

らの衝突起源放出粒子」

〈 トリ トン 〉

「ブ ロ
ー

ブ に よ る 大気中電場 と放電 に よ る 電波」

「Medium　bOdy　between　Planetesimal　and 　Planet： heat

flow，　CompOsition　of 　Surface＆ Interior」

〈 土星衛星〉

「固体惑星，衛星表面か らの 衝突起源放出粒 子 」

〈 カ リス ト〉

「レーダー等で 内部海 の存在の 有無 の 調査 ， 全球を

ほ ぼ カバ ー
す る 高解像度の 表面画像の 取得」

彗星 ： 「ダ ス トカ ウ ン ター，表面組成」 「昔の状態

をよく留め て い る か ら」「密度 ， 化学組成 ， 力学 的

強度」「内部構成 ・組織」「太陽系内の 始源 的物質

で あるか ら．反射光特性」「放 出 ・衝突破壊起源 の

微粒子 」「（特 に フ レ ッ シ ュ な長周期彗星）　：表

面 ・深度の 微細構造，有機物の 複雑 さ，表面 の ス

ベ ク トル タ イブ，形状，表面状 態な ど」「組成 ；始

原物質の 組成とその 後 の 進化」「小学 生 の と きに ハ

レー彗星を見 て か らず っ と興味がある か ら．　 よ

く分 か らな い け ど彗星 の 組成」FPIanetcsimal　or　not？

： CompOsition　of　Surface＆ Interioτ　and 　its　Coma」「氷

中 の 有機分子」「前生命的有機物進化 の 解明 ・有機

物分布と循環」「太陽系形成時の 化石」「有機物 と

氷 ， 強度」 「プ ラ ズ マ 波動」「太 陽 系の 形成過程 を

知りた い の で ，
コ マ を形成 して い な い 彗星 の 表層

と地下 の 成分を観測 し た い 」

カイ パ ーベ ル ト ： 「表面 の 化学組成 を分光器 を使

っ て 」「密 度，化学組成，力学的 強度」 「内部構

成 ・組織」「世界初が狙える．太陽系初期探査完 了

間際に 日本が滑 り込め る か どうか の 象徴的 な意義

の た め．画像 （パ ター
ン，分光 （ス ペ ク ト ル ））」

「化学組成 を測定 し，その 起源 ・進化に つ い て 調 べ

日本惑星科学会誌VoLg ．No．1，2000

たい 」「放出 ・衝突破壊起 源 の 微粒子」「サ ン プ ル

リ ターン，元素 の 微量分析」「Planetesimal　or 　not ？：

CompOsition　Qf　Surface工＆ Interior，　exist　atmosphere 　or

not 」「表面構造特性，天体 の サ イズ分布，空間分

布」「前生命的有機物進化の 解明」「有機物分布 と

循環」「太陽系形成時 の 化石」「有機物と氷，強度」

「primitiveな太陽系天体なの で成分を知 りた い 」「ま

だ まだ未解明 で あ り， 原始太陽系を反映 して い る

か ら」

そ の 他 ：

〈 小彗星 （フ ラ ン ク が そ の 存在 を信 じて い る も

の ）〉

「そ の 存在 を証明1否定す る こ とは科学的な意義が

大 きい から」

〈 惑星間空 間〉

「太陽 か ら飛 ん で くる コ ロ ナ ガ ス （CME ） や 彗星

や原始太陽系起源 の ダ ス ト」

〈 太陽 系に 進入 して くる 星間塵〉

「星 間塵 の サ イズ 分布，フ ラ ッ ク ス
， 進入方向，組

成」

〈 外惑星〉

「分か らない こ とが 多す ぎる」

〈 近地球型小惑星 （ス ベ ク トル タ イ プ の 異 なる も

の を複数，また ， 枯渇 した 彗星核） 〉

「表面 ・深度の微細構造，有機物 の 複雑 さ，表面 の

ス ペ ク トル タ イ プ，形状 ，表面状態など」

11．3 上 の質問 で答えた天体に は ， い つ 頃出発 で き

　　 そうな気が しますか ？ （複数回答可）

＜ 平均値 ＞　 O は 回答者数．

太陽 （3）2023 年，水星 （4）2014 年，金星 （18）

2008年，火星 （16）20B 年，小惑星 （9）2027年，

木星 （20）2014年，土星 （6）2011年 ， 天王星 （3）

2022 年 ， 海王星 （3）2022年 ，　 冥王星 （4）2020

年 ， 衛星 （15）　 ［月 （1）2010年， 木星衛星 （7）

20tg年，土星衛星 （4）2020年，海王星 衛星 （1）
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2008 年 ， 具体的 な名前 な し （2）2016 年 ］，彗星

（13）2013年，カ イパ ーベ ル ト （7）2025年，　 そ

の 他 （1）［地球型小惑星，太陽系 に 進入 して くる

星間塵 （1） 2010年 ］

〈 11．3に対する意見 〉

「日本が ？とい う問 い で しょ うか．2010年を超える

と， 今 よ りい っ そ う国際協力が すす ん で い て ，日

本独 自で ， とい うの は少な．くな っ て い る の で は ？

カ イパ ーベ ル トに探査機をお くりこ もうとする と ，

原子力 が 必要，とい うこ とに な りますか ら日 本独

自で，とい うの は難 しそ うで す．他方，ア メ リカ

で は冥王星に探査機を飛ばそうとして い ますか ら，

世界的な技術 レ ベ ル と して は 可能なの で し ょ う，

と い う こ と は ，国際協力が すす ん だあ か つ きに 日

本 の 研 究者が ，
カ イ パ ーベ ル ト天体探査 ミ ッ シ ョ

ン に かか わ る こ とは 可 能 と思 われます」「正直な と

こ ろ，現在の 日本 の 研 究開発体制で は，予想が つ

か な い ．（厳 しい と思 う．）圧 倒的 に 人材不足か技

術不足．誰がリ
ーダーと してや っ てい くの か ？」

11．4 こ れ は 面 白い ， と思える よ うな探査 ・観測の

　　ア イデア があれば自由に お書き下 さい

回答者数27人．

「流星 の サ ン ブ ル リ ター
ン，燃え る前に捕まえ て組

成分析する」「大気自由励起振動 に よる 惑星内部構

造探 査 （東 工 大小 林直樹 さん た ち の 発 案 ）」 「

insituだけの 観測で なく， 気球を沢山落とした りし

て 複 数地 点 の 観 測 を行 う」 「火星 へ の 有人探 査．

南極で 1年半生活で きる なら，火星探査 で 2， 3年過

ご す の も不可能で は な い と 思 う」「短周期彗星 に ベ

ネ トレ ータ
ー

をぶ ち込ん で ，長期 にわた っ て 彗星

そ の もの の 観測を行う．日心距離に よ っ て どう彗

星 コ マ や 温度，磁場 が 変 わ る か を測定．彗星 の
一

周期以 上 の 長 い 観測 を行い た い 」「有用 な 資源 な ど

の 探査」「木星 に周回衛星を飛ば して
， 大気 の 振動

を調べ る．そ の デ ータ と太陽震研究の 手法 を使 っ

て 内部構造 を 知 る新 し い 手が か りに す る」「彗星，

小惑星を丸ご と地球の 静止衛星軌道 に持 っ て くる，

そ こ で 分析」「SELENE ／LRS の 技術を用 い て ，惑星

の 街星 の 地 下 探査」「月面干渉計，ク ラ ス タ衛星 ，

電 磁 場 6成分観測」「金 星 の 低高度 を 飛 ぶ 気球 か ら

火山を分光撮像観測」「小惑星帯に探査機 を送 りこ

ん で，い くつ か の 小惑星を巡 り，調査後そ の まま

小 惑星帯 に放置 し，ダ ス トと カ ウ ン タ
ー

で フ ラ ッ

ク ス を測る」「木星 の ラ グ ラ ン ジ ュ 点に探査機を送

り，そ の まま探査機 の 寿命が尽 きるまで ， トロ ヤ

群を調査する」「惑星観測用の地球周回衛星or 月面

基地」「経済的feedbackも作 れれば 自動的に進むが，

果た して ？？？？」「彗星や 小惑星に，多数の マ イ

ク ロ プ ロ ープ を落 として ， 組 成 を調べ る．あ る い

は Solar　sail を取 り付けて ，地球近傍まで連れ て く

る 」 「小惑星 同士 を衝突 させ る」「彗星塵 の 捕 獲」

「水星軌道か ら太陽へ 向けて 小型ブ ロ ーブ を射出」

「水 星内部構 造探 査．水星 の 地 下 （例 えば深 さ lm

は ， 地球の常温程度で 安定）に測定器を起 き， 太

陽潮汐 で励起され る地震 （？），熱流量，物質の 組

成等 を測定する」「窒素が 主成分の トリ トン で は，

大気の 絶縁破墺強度が 小 さい た め ，弱 い 雷放電が

多 く発生 して い る 可能性が あ る．数億年前の 地球

大気の 類推 と して 観測事実を収集する こ とが 必要」

「極 め て 多数 の マ イ ク ロ マ シ ン に よ る 総 合的探査」

「Europaの 生命探 査，小型 カ メ ラ
・
小型探査機を用

い た小惑星 の マ ル チ フ ラ イバ イ ・複数探 査機 ミ ッ

シ ョ ン」「光 ・雷波領域 で コ ー
ナ
ー

キ ュ
ー

ブ作 り，

複 数個ば らま い て オ カ ル テ
ー

シ ョ ン 観測 を行う」

「惑星観測汎用 ス ベ ース テ レ ス コ ープ また は 月面 天

文台を持 つ べ き」「100−1000の オ
ー

ダ
ー

の 軽量
・
単

純 な プ ロ ーブ と，それ らか らの デ ータ を送受信 す

る 複数 の ス テ
ー

シ ョ ン か らな る ，惑星軌道 ・表面

上 の ネ ッ トワ
ーク式計測．10 − 20％ ほ ど不具合 が

あ っ て も科学的成果 に あ ま り影響 しな い ．こ れ ま

で の の た っ た
一

機で 行 う探査計画とで は
， 根本的
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に シ ス テ ム の 設計思想が 異な る」「有人探査．金星，

木星 で 気球 を浮 かべ る．細 菌 （生 命 の 源） を まき

生物が 生 きられ る か調べ る」「Deep 　lmpact 　Again ！

（by　Japan）」

12．日本が惑星探査で世界的業績をあげて い くため

　 に は何が一番必要だ と思い ますか ？｝

回答者数93人．

「人，時間」「狭 い 専門分野 に閉 じ こ も らな い ，幅

広 い 教 養」 「競争」「古い 型 に 因 わ れ な い 実 行力」

「マ ン パ ワ ー」「な る べ くターゲ ッ トを絞 っ た観測

に重点をお く．そ の ため ，ある観測技術の 開発に

対 し明確なサ イエ ン ス 的 目的 を持 つ 」「若手 の 育成」

「企業などとの提携をよ り活性化して，研究環境を

よ り良 くする」「外国の ように研究費を国が 出すの

で はな く自分た ちで ス ポ ン サ ーを探 して 行な うよ

うに し て 研究室問 の 競争を加熱させ る 」「決断力」

「行動力」「実力 の あ る 閣僚」「マ ン パ ワ
ーと核 の 安

全利用技術の 確立」「国 の 理解」「人材 を育成する

こ と」「惑星を探査 したい とい う全体的な意気込み

と そ れ を実 行 で き る だ け の お 金 」 「英 語 力 」

「NASDA と宇宙研の統
一

」「予算の ア ッ プ」「ロ ケ

ッ ト技術」「目的を絞 っ た コ ン パ ク トな探 査機 」

「特色ある研究室が多く存在する こ と」「基盤整備，

教育 の 充実，大学と研 究所 との 連携」「探査 計画

の プ ロ ポーザ ル の 参加体 制が，も っ と簡潔に もっ

と気軽に で きる こ とが 必 要．な に か 若手 で い い ア

イ デ ア を持 つ 者があ っ て も，そ れ を形作る の に い

た らな い の が 現状 だ と思 う．実際 に プ ロ ポ ーザ ル

を出すた め に は 多大な時間と労力が 必要で ，ア イ

デ ァ だけあ っ て も ， 力 （能力 もしか りお金 ，発言

力 もしか り）の ない 者に は し きい 値が 高す ぎ る の

で，あ き らめ て しま うの が現状 である．また，探

査に 興味が あ りア イ デ ア を持 っ て い て も，た だそ

の 意 気込 み を認 め れ らる に す ぎず，結 局労 働力 と

して しか 扱 わ れ ない と若手が お そ れ て い る の も事

日本惑星科学会誌Vol．9．Ne．1，2000

実で ある （あな が ち間違 い とも思 えない 現状に も

問題あ り）．そ の ため，何 か意見 をもっ て い て も気

軽に発言で きない 雰囲気があ る．下手に 発言する

と 「物 を分か っ て い ない 亅 と叩かれ る か ， 労働者

に され て しまうと恐れ て い るか らだ．結 局 ， 現状

で は探査へ の 取 り組み は デ ジ タ ル的に 1か ゼ ロ か で

しかあ り得ない ．そ うで はな く ， もっ と広 くもっ

と適当に気軽に言え る場が あ っ て ，（初期値は無責

任で もい い で は ない で し ょ うか ？）そ こ か ら取捨

選 択的 に採用 さ れ る よ う な 形 が あ っ て もい い と思

う」「人 ： 機器開発 を小人数 で 行 なうの は現実 的 で

は ない 」「残念なが ら日本の 衛星 も海外の もよ く知

らない の で わか りませ ん 」「プ ロ ジ ェ ク トの 立 ち

上げか ら実行まで の ス ピードア ッ プ」「諸外国 との

協力」「多額の お金が必要なの で ，

一
般 の 人 々 の 惑

星探査 の 意義，科学へ の 理解など」「ハ ードウ ェ ア

ーの 開発 ， あ る種 どろ くさい
， とて も続 け られ ん

と思 わ れ る よ うな仕事で も根気強 く継続 し て い く

こ とが で きる 人材 ， それ と， お金」 「地道 な努力 と

足元を見る勇気」「探査目的の 絞 り込み．ASA の 追

従 で はな く，す き間を埋 めて い くよ うな，そ れ で

もサ イエ ン ス 的に 面白 い こ とを しっ か り探す」

「（良か れ悪 かれ） 自国 の 探 査機 の 性 能」 「目的 」

「実績 の みだ と思 い ます」「学生 に対する給与」「パ

ワーで は勝 て な い か ら，よ り細 かな部 分 の 観 測 を

行っ て い く」「衛星をきちん と目的地まで飛ば せ る

技 術力」「惑星探査 の 回 数 （経験）」「明確な ビ ジ ョ

ン を打 ち出せ る マ ネージ メ ン トグ ル ーブ．国を挙

げ て の 予算的取 り組 み ．責任者 を 明確 に す る こ と．

（宇宙研 の 場合Plがキ ッ チ リ と決 ま っ て い て 明確だ

が，事業 団は打 ち上げ失敗が誰の 責任なの か なか

な か 見 え て こ な い よ う に 感 じ る 」 「Budget

（including　the　understanding 　from　the　gavament ）．

Manpower 　and 　Spirit」「現在 の 様な大型衛星 で は な

く， 小 型衛星 をた くさん 打 ち上げ，多点観測 に よ

る デ ータ を集め る ．観測 機器 の 精度 （時間分解能
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な ど ） の 向 上 」 「idea＆ money 」「経験」「資金」「
一

番，と言われ る と難 しい ．　 技術，人材，熱意で

し ょ う．どれが欠 け て も惑星探査 は で きませ ん 」

「技術 力」「基礎研究費」「観測技術の 基礎開発，惑

星研 究者人口 の増大，幼児」「児童 へ の惑星科学教

育」「よ く検討 した ア イ デ ア と計画，そ して 予算」

「デ ータ を とる 人 と使 う人 の 交流 」「地 球物理 全分

野 を 意識 し た 惑星研究施 設や環境 の 設 立 ．ス タ ッ

フ の 充実．ス タ ッ フ の ポ ス ト」「探査に関わる こ と

の で きる人材」 「組織 をしっ か りともつ こ と」「第

一位 ： ビ ジ ョ ン、第 二 位 ：パ ブ リ ッ クサ ポ
ー

ト

（そ の 結果 と して の 予算増 も含む ）．第三 位 ： 自ら

の 手で創 っ た もの で 宇 宙の 謎を解 きた い とい う情

熱 を持つ 若手研究者 の 増加．第四 位 ：惑星探査を

提案で きる実力を持 っ た，宇宙研 とNASDA 以外 の

研究機関」「技術力の 底上 げ を す る こ と （含む技術

ス タ ッ フ を増や す こ と）．無駄な プ ロ ジ ェ ク ト をや

め る こ と．プ ロ ェ ク トを索引 で きるリ
ー

ダ
ー

を育

て る こ と」「現在学会毎に ば らば らに な っ て い る研

究者が新たな協力体制を作 る」「メ ーカ ーを含め た

技術 レ ベ ル の 向上 と蓄積，関 わ る 研究者 の 領域 を

異分野に 広げ る こ と」「惑星探査を行うこ との 出来

る ポ ス ト」「世 間 の 支持 を得る裏付け とな る 哲学

（なぜ 探査す るか）．若手 （とい うよ り青少 年） の

育成」「若 い 力」「今ま で あま りデ ータ の とられ て

い な い 惑星 （例 えば水星） に 探査機を飛 ばす」「人

間の 数を大幅に増や す （人 を雇 うの を簡単に で き

る よ う に す る ）．外部 評価 を 真面 目 に や る ．

NASDA に もう少 し頑張 っ て もらう （← 5時前か ら

飲 む っ て本当 ？）」 「独創性」「ア メ リ カ に は な い ア

イデ ア と地に足 をつ けた観」「そもそ も日本が惑星

探 査 な ん て で きる の で し ょ うか ？　 日本 に惑星探

査を実行す る だ け の 体 力が ある とは思 え ませ ん．

世界的業績 うん ぬ ん の前に ，もっ と
一
般社会に お

け る 認知度 を高 め る よ うに 広報 活動に 力 を い れ る

べ き で は な い で し ょ うか ？　 人 々 に夢 を売 ら ね ば

な らな い 職業 であ るはず なの に ， あ ま りに広報活

動がお粗末で あ る と思 い ます．きちん と社会的 な

コ ン セ ン サ ス を つ く り ， 惑星探 査 の た め の 基盤

（ポ ス ト， 金） をつ くる 必要 が あ る と思 い ます．サ

イエ ン ス で 世界 と張 り合 うた め に 必要 で あ る と思

うの は，や は り日 々 の研究 レ ベ ル の 引 き上 げ で あ

る と思 い ます．普段 の 研究で世界をリ
ードする 研

究が で きなけれ ば，探査機 とば して もろ くな研究

はで きない で し ょ う」「人材の育成 （特 に ミ ッ シ ョ

ンをリ
ー

ドする理論家）， 基礎 的技術 の 開発」「蓄

積，チ ーム プ レー精神，小型 ロ ケ ッ トや野外実験

等で 開発 の 経験を積 み 重ね る」「技術 ・科学の 交流

の 場 と して NASA ，　ESA との 合同探査計画」「未踏 の

惑星 へ の 着 陸 ， もしくは 突入 」「や る気」「画期的

な 発 想 で ，外国 の 研 究者 の 追随 を許 さな い よ うな

観測器 を作 る こ と」「予算 と熱意」「や る気の ある

若 い 学生 を増 やす こ と　 高校 で 地学 を専攻 で きる

ようにする こ と．地学 ・天 文系の 大学 ・
大学院 に

進学 しやす くす るこ と」 「世界初 の こ とを安 く速 く

する こ と」「1．惑星物理
・
化学等 の 初等教育 の 充実．

1．5．惑星 物 理 ・
化学 等の 大学 院教育 の 充実．2．組

織 の 体 質改 善 ， 意識 改革．3．研究者 の ウ ケ 皿 一〉

「惑星」 の 市民権、4．強力 なリ
ー

ダ
ーシ ッ プ．5技

術 ・学問的 バ ッ ク グ ラ ウ ン ドの レ ベ ル ア ッ プ ．6．

お 金．7，国威発揚，宇宙空間利 用 などの 国民，他

国へ の プ ロ パ ガ ン ダ．8．ア メ リカ （NASA ） の 没

落．9，ア ジ ア 諸国 との 連帯．10．時間． 注） 1〜10

は非線型相互 作用 を伴うの で ，ど れか ら始 め た ら

良い か は 不明．ま た そ れ ぞ れ が 独立 で は あ りえな

い ．そ う考 える と，4あた りが
一

番重要か もしれ な

い 」「NASDA とISASの 協力，合体」 「簡単だ と思わ

れ る ミ ッ シ ョ ン で もと に か く自前の 経験 と 実績 を

つ ん で い く．それ とともに，探査 の 背景 ・ドラ イ

ビ ン グ フ ォ
ー

ス とな る よ うな基礎研 究をし っ か り

行 う」 「独創性，自己 主 張 の 強 い 人 間 の 養成」「や

る 気 の あ る 多 くの 若者」「確実性 （打ち上げ ，
ス イ
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ン グバ イ等）」「複数書 きますが
…

回答0 ［世論と他

分野研 究者 の 支 持 ．そ れ を得 る こ と の で きる

spokesman ．］回答1 ［必要性と戦略を明確にする こ

と．ス ト
ー

リ
ー

が な い と始 まらん ．］回答2 ［何 と

言っ て もコ ス ト圧 縮 ．］回答3 ［何 と言 っ て も基盤

とな る 要素技術．］回答4 ［何 と言っ て も人的資源 ］」

「目 的 意識 を 持 っ た 継 続 的 な 惑 星 探査計画」「資金

力」「斬新 な ア イ デ ア 」「た し か に そ れ も大事で し

ょ うが ，業績をあげ る こ とや ， 他 の 国 に 勝 つ こ と

に
一

生懸命になる の は 本末転倒 と言 うかなん とい

うか．それよ りも世界 と の 協力の 方が 大事な の で

はない で し ょ うか」「時間的，人材的な余裕 （つ ま

り予算 と言 うこ とになる の で し ょ うか）子供 へ の

天文惑星関係 （地学）教育 の 充実を訴え る ．一
般

の 関心 が 薄 ら ぐほ ど ， 国 と して の 探査の 優先順位

も低 下 し て し ま うよ うに 思 い ます」 「資 金調達 」

「納税者 の 理解」「予算 と リーダ ーシ ッ プ」「研究者

達 の 意識 の 向上，世 間へ の 認知」「信頼度 ，
ど れ く

らい 予算 を取れるか」 「積極的なチ ャ レ ン ジ」「
“
の

ぞみ
”

の 教訓を きちん と生かす こ と」「や る気」

「楽 しむ」「基礎研究」「独 自の 視点と技術」「お金

とい っ て しまえば簡単だ が ，や は りア メ リ カ の ア

ポ ロ 計画 の ように 政府だけ で な く
一

般人が興味を

持つ こ と」「国民 の 理解」「国民 の 関心 ＝ 〉 お 金」
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